
一隅を照らす運動ホームページアドレス
http://ichigu.net

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り 

№
41



一隅を照らす運動総本部だより　98

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

99　﻿

─ 2 ─

　

第
十
五
回

「
心
の
つ
ど
い

㏌
比
叡
山
」（
一

隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
主

催
）
を
比
叡
山

延
暦
寺
会
館
で

開
催
。
七
月
八

日
、
九
日
の
一

泊
二
日
の
日
程

で
、
一
般
公
募

で
募
っ
た
男
女

二
十
九
名
が
参

加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
、
今
出
川
行

戒
延
暦
寺
参
拝
部
長
か
ら
挨
拶
、
日
程
説
明
や
延
暦
寺
会

館
で
の
注
意
事
項
等
の
説
明
が
あ
り
、
研
修
会
が
は
じ
ま

っ
た
。

　

現
在
、
天
台
宗
で
は
「
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
」
の
期

間
中
で
あ
り
、本
年
は
「
恵
心
僧
都
一
千
年
御
遠
忌
」、「
伝

教
大
師
御
生
誕
一
千
二
百
五
十
年
」
の
御
祥
当
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
諸
堂
参
拝
と
し
て
浄
土
院
、
恵
心
堂
、
恵
心

僧
都
墓
所
等
を
巡
拝
し
た
。
普
段
歩
き
慣
れ
な
い
山
道
に
、

参
加
者
は
時
折
疲
れ
た
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
、
比
叡
山

の
自
然
豊
か
な
雰
囲
気
に
浸
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
御

堂
で
は
、参
加
者
全
員
で
『
般
若
心
経
』、各
祖
師
方
の
「
宝

号
」
を
お
唱
え
し
、
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　

夕
食
の
後
、『
法
華
経
』
の
写
経
に
取
り
組
ん
だ
。
参

加
者
は
見
慣
れ
な
い
文

字
や
筆
を
使
っ
て
の
写

経
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

集
中
し
て
一
字
一
字
を

丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い

た
。

　

引
き
続
き
座
談
会
が

開
催
さ
れ
、
露
の
団
姫

師（
同
運
動
広
報
大
使
）

や
綾
小
路
乗
俊
師
（
同

運
動
企
画
運
営
委
員
）

を
囲
み
、
様
々
な
話
で

盛
り
上
が
り
、
一
日
目

の
日
程
が
終
了
し
た
。

　

翌
日
は
、
早
朝
五
時

半
よ
り
根
本
中
堂
に
て

坐
禅
止
観
、
朝
の
お
勤

め
を
行
っ
た
。
雨
音
の

響
く
中
、
厳
か
な
空
気

に
包
ま
れ
た
根
本
中
堂

に
て
、
よ
り
一
層
集
中

し
て
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
後
、
大
書
院

屋
内
の
清
掃
を
行
い
、

普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

朝
食
の
後
、
修
験
道
法
流
浄
光
院
住
職
の
栢
木
寛
照
師

を
講
師
に
迎
え
、「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
と
題
し
た
講
演
が
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行
わ
れ
た
。
栢
木
師
は
講
演
の
中
で
伝
教
大

師
の
み
教
え
に
触
れ
、
特
に
人
材
育
成
の
重

要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
自
身
の
活
動
の

一
つ
で
も
あ
る
青
少
年
サ
イ
パ
ン
島
文
化
交

流
使
節
団
の
派
遣
も
、
人
づ
く
り
へ
の
強
い

想
い
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、「
よ
り
良

い
社
会
は
、
よ
り
良
い
人
材
か
ら
成
っ
て
お

り
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
を
育
て
る
こ
と

こ
そ
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と
の
言
葉
に
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

あ
る
研
修
生
は
「
あ
っ
と
い
う
間
の
一
泊

二
日
の
時
間
で
し
た
。
写
経
や
坐
禅
な
ど
の

体
験
を
比
叡
山
で
出
来
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
神
奈
川
大
会

　

神
奈
川
教
区
本
部
（
榎
本
昇
道
教
区
本
部

長
）
で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
に
川

崎
市
教
育
文
化
会
館
を
会
場
に
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
神
奈
川
川
崎
大
会
と
し
て
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
、
約
六
百
名
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

　

今
大
会
で
は
「
一
千
年
御
遠
忌
を
迎
え
た

恵
心
僧
都
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
第
一

部
で
は
「
恵
心
僧
都
一
千
年
御
遠
忌
法
要
」

が
、
大
導
師
を
榎
本
教
区
本
部
長
、
副
導
師

を
八
木
廣
純
教
区
副
所
長
、
小
堀
光
雄
教
区

教
学
布
教
法
儀
研
修
所
長
が
務
め
、
教
区
教

学
布
教
法
儀
研
修
所
所
員
出
仕
の
も
と
厳
修

さ
れ
た
。

　
「
二
十
五
三
昧
式
」
に
則
っ
た
法
要
は
、

現
在
で
も
「
恵
心
講
」
と
し
て
比
叡
山
に
て

六
月
十
日
に
厳
修
さ
れ
て
お
り
、
普
段
あ
ま

り
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
法
要
に
、
会
場

内
は
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

法
要
に
続
き
、
榎
本
教
区
本
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
来
賓
と
し
て
横
山
照
泰
同
運
動
総

本
部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
神
奈
川
教
区
本
部
か
ら
神
奈
川
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
同
運
動
総
本
部
へ
募
金

の
寄
託
が
行
わ
れ
、
同
運
動
総
本
部
へ
は
地

球
救
援
協
力
金
と
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

へ
の
募
金
と
し
て
多
く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

第
二
部
で
は
、
延
暦
寺
一
山
求
法
寺
住
職

の
武
覚
超
師
に
よ
る
「
一
千
年
御
遠
忌
を
迎

え
た
恵
心
僧
都
―
そ
の
生
涯
と
教
え
―
」
と
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題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、
恵

心
僧
都
源
信
和
尚
の
生
涯
か
ら
教
え
や
実
践

等
を
具
体
的
に
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

今
大
会
を
通
し
て
、
参
加
者
は
恵
心
僧
都

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
よ
り
一
層
信
仰
心
を
深

め
、
盛
会
の
う
ち
に
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
信
越
大
会

　

信
越
教
区
本
部（
岩
田
真
亮
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
一
日
に
善
光

寺
（
長
野
市
）
の
善
光
寺
事
務
局
を
会
場
に

一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
信
越
大
会
を

開
催
し
、
百
五
十
名
を
超
す
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。

　

第
一
部
の
始
め
に
、
岩
田
教
区
本
部
長
を

導
師
に
参
加
者
全
員
で
法
楽
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
岩
田
教
区
本
部
長
よ
り
主
催
者

の
挨
拶
、
来
賓
の
小
山
健
英
信
越
教
区
布
教

師
会
会
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
に
つ
い
て
、

横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
よ
り
参
加
者
に

向
け
て
講
話
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部

教
授
で
あ
り
真
田
家
十
四
代
当
主
で
も
あ
る

真
田
幸
俊
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
兄
か
ら
見

た
幸
村
」
と
題
し
て
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。
昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
真
田
家
の
歩

み
を
、
身
内
か
ら
の
目
線
を
交
え
て
解
説
さ

れ
、
そ
の
内
容
に
会
場
か
ら
は
驚
嘆
の
声
が

漏
れ
て
い
た
。

　

講
演
終
了
後
、
吉
澤
敬
順
信
越
教
区
本
部

事
務
局
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
三
岐
大
会

　

三
岐
教
区
本
部
（
森
喜
良
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
に
岐
阜
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県
関
市
の
宗
休
寺
（
通
称
：
関
善
光
寺
）
を

会
場
に
三
岐
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進

大
会
を
開
催
し
、
住
職
や
檀
信
徒
二
百
二
十

名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
は
じ
め
に
宗
休
寺
住
職
佐

藤
舜
海
師
導
師
の
も
と
、
本
堂
に
て
法
楽
が

執
り
行
わ
れ
た
。
法
要
後
に
佐
藤
住
職
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
横
山
照
泰
同
運
動

総
本
部
長
よ
り
本
運
動
の
主
旨
に
つ
い
て
話

が
な
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
会
場
を
書
院
へ
移
し
、
同

運
動
広
報
大
使
で
あ
る
露
の
団
姫
師
に
よ
る

落
語
会
が
催
さ
れ
た
。
多
く
の
観
衆
が
訪
れ

た
た
め
会
場
は
瞬
く
間
に
満
席
に
な
り
、
急

遽
屋
外
に
席
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

演
目
は
、
露
の
団
姫
師
創
作
の
仏
教
落
語

「
仏
は
君
を
ホ
ッ
ト
ケ
な
い
」
が
披
露
さ
れ
、

落
語
を
通
し
て
聞
く
仏
の
教
え
に
、
観
衆
の

笑
い
は
絶
え
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
大
会
開
催
中
に
集
め
ら
れ
た
、
参

加
者
か
ら
の
浄
財
を
横
山
同
運
動
総
本
部
長

へ
寄
託
さ
れ
て
閉
会
し
た
。

○
兵
庫
大
会

　

兵
庫
教
区
本
部（
荒
樋
勝
善
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
に
豊
岡

市
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
を
会
場
に
、

第
四
十
七
回
兵
庫
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並
び

に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
兵
庫
大
会
を
開

催
し
、
檀
信
徒
ら
約
三
百
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
樋
教
区
本
部
長
を
導
師
に

法
楽
が
行
わ
れ
、
荒
樋
教
区
本
部
長
か
ら
主

催
者
挨
拶
、
続
け
て
横
山
照
泰
同
運
動
総
本

部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

檀
信
徒
会
総
会
の
後
、
推
進
大
会
が
行
わ

れ
、
ま
ず
は
じ
め
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
実

践
発
表
が
行
わ
れ
た
。
檀
信
徒
三
名
が
日
頃

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
活
動
が
発
表
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
実
践
者
六
名
に
横
山
総
本
部
長

よ
り
総
本
部
長
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職
の
宮

本
祖
豊
師
に
よ
る
「
比
叡
山
の
修
行
と
伝
教

大
師
の
御
心
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

出
家
得
度
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
師
僧
と
の

出
会
い
、
十
二
年
籠
山
行
で
の
日
常
な
ど
二

十
年
に
亘
る
比
叡
山
で
の
修
行
生
活
を
も
と

に
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

大
会
は
木
下
政
夫
教
区
第
六
部
檀
信
徒
会

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。
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○
東
京
大
会

　

東
京
教
区
本
部（
杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
に
浅

草
公
会
堂
を
会
場
に
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動

東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
、
檀
信
徒
ら
約
千
名

が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
の
法
要
は
、
輪
王
寺
門
跡
・
寛
永

寺
住
職
神
田
秀
順
大
僧
正
を
導
師
に
、
教
区

寺
院
の
代
表
、
天
台
聲
明
音
律
研
究
会
、
天

台
雅
楽
会
ら
が
出
仕
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　

法
要
の
前
後
に
は
、
叡
山
講
福
聚
教
会
東

京
地
方
本
部
会
員
に
よ
る
和
讃
が
詠
唱
さ
れ
、

会
場
に
荘
厳
な
雰
囲
気
を
添
え
て
い
た
。

　

法
要
の
後
、
神
田
大
僧
正
の
挨
拶
、
杜
多

教
区
本
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓

の
同
運
動
理
事
長
の
木
ノ
下
寂
俊
宗
務
総
長
、

副
理
事
長
の
小
堀
光
實
延
暦
寺
執
行
、
同
運

動
総
本
部
の
横
山
照
泰
総
本
部
長
、
そ
れ
ぞ

れ
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
杜
多
教
区
本
部
長
よ
り
、
功
績
顕

著
で
あ
る
檀
信
徒
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

第
一
部
は
終
了
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職

の
宮
本
祖
豊
師
を
講
師
に
迎
え
、「
比
叡
山

の
修
行
と
伝
教
大
師
の
御
心
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

自
身
の
出
家
得
度
の
経
緯
や
「
十
二
年
籠

山
行
」、
二
十
年
に
も
渡
る
比
叡
山
の
修
行

を
通
し
て
感
じ
得
た
伝
教
大
師
の
教
え
を
話

さ
れ
、
参
加
者
ら
は
そ
の
体
験
談
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

　

結
び
に
、
關
口
晃
成
教
区
副
本
部
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
四
十
六
回
を
迎
え

る
一
隅
を
照
ら
す
運
動
東
京
大
会
は
、
幕
を

閉
じ
た
。

○
東
海
大
会

　

東
海
教
区
本
部（
柴
田
真
成
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日
に
愛

知
県
名
古
屋
市
の
覚
王
山
日
泰
寺
普
門
閣
を

会
場
に
、
東
海
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並
び
に

一
隅
を
照
ら
す
運
動
東
海
教
区
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
、
住
職
・
寺
族
・
檀
信
徒
ら
約
二

百
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
檀
信
徒
会
総
会
が
行
わ
れ
、

ま
ず
柴
田
教
区
本
部
長
導
師
の
も
と
法
楽
が

行
わ
れ
、
神
谷
雍
彦
教
区
檀
信
徒
会
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

檀
信
徒
会
総
会
で
の
議
事
終
了
後
、
延
暦

寺
一
山
戒
光
院
住
職
の
髙
山
良
彦
師
に
よ
る

「
母
の
心
、
子
の
心
〜
恵
心
僧
都
一
千
年
御

遠
忌
を
迎
え
て
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
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れ
た
。

　

天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
期
間
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
講
演
で
は
恵
心

僧
都
の
生
涯
や
教
え
を
中
心
に
、
母
親
と
の

関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
話
さ
れ
た
。

　

第
二
部
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大

会
と
し
て
、
安
藤
誠
亮
教
区
本
部
事
務
局
長

か
ら
開
会
の
辞
が
あ
り
、
続
い
て
柴
田
教
区

本
部
長
よ
り
挨
拶
、
横
山
照
泰
同
運
動
総
本

部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
聲
明
と
雅
楽
」
と
題
し
た
公

演
が
行
わ
れ
、
東
海
教
区
天
台
仏
教
青
年
会

僧
侶
に
よ
る
天
台
声
明
と
ア
ユ
チ
雅
楽
会
に

よ
る
雅
楽
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。
普
段
あ

ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
声
明
と
雅
楽
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

講
演
で
は
、
イ
ン
ド
禅
定
林
住
職
の
サ
ン

ガ
ラ
ト
ナ
・
法
天
・
マ
ナ
ケ
師
に
よ
る
「
イ

ン
ド
禅
定
林
大
本
堂
落
慶
十
周
年
を
迎
え

て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

サ
ン
ガ
師
は
、
イ
ン
ド
と
い
う
国
の
現
状

や
自
身
が
来
日
し
修
学
に
励
ん
だ
日
々
、
帰

国
し
て
か
ら
の
活
動
な
ど
を
話
さ
れ
、
参
加

者
は
と
て
も
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　

大
会
の
終
わ
り
に
「
比
叡
山
仏
道
讃
仰
和

讃
」
を
参
加
者
全
員
で
唱
え
、
盛
会
の
う
ち

に
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
福
島
大
会

　

福
島
教
区
本
部（
矢
島
義
謙
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日
に
福
島

県
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
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ズ
を
会
場
に
、
福
島
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並

び
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
福
島
大
会
が

開
催
さ
れ
、
約
二
百
六
十
名
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

　

最
初
に
檀
信
徒
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
矢

島
教
区
本
部
長
を
導
師
に
法
楽
が
執
り
行
わ

れ
た
。
続
い
て
教
区
檀
信
徒
会
眞
鍋
幸
意
会

長
（
同
運
動
副
会
長
）
の
挨
拶
、
矢
島
教
区

本
部
長
並
び
に
林
光
俊
天
台
宗
議
会
議
員
か

ら
来
賓
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
休
憩
を
は
さ
み
一
隅
を
照

ら
す
運
動
推
進
大
会
が
行
わ
れ
た
。
大
会
で

は
、
天
台
宗
参
務
阿
部
昌
宏
総
務
部
長
を
講

師
に
迎
え
「
天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

〜
国
宝
根
本
中
堂
大
改
修
に
向
け
て
〜
」
と

題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
自
身
の
体
験
を
交
え
、
寺
院

と
檀
信
徒
の
関
わ
り
方
に
触
れ
、
そ
の
縁
を

導
い
て
く
れ
た
天
台
宗
の
祖
師
方
の
教
え
や

偉
業
に
つ
い
て
、
比
叡
山
延
暦
寺
・
根
本
中

堂
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。　

　

最
後
に
、
当
日
会
場
に
て
集
め
ら
れ
て
い

た
熊
本
地
震
の
義
援
金
が
矢
島
教
区
本
部
長

か
ら
阿
部
総
務
部
長
へ
寄
託
さ
れ
、
閉
会
し

た○
九
州
東
大
会

　

九
州
東
教
区
本
部
（
秋
吉
文
隆
教
区
本
部

長
）
で
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
に

九
州
東
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会

を
大
分
県
宇
佐
市
宇
佐
神
宮
参
集
殿
に
お
い

て
開
催
し
、
二
百
名
を
超
す
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。

　

推
進
大
会
に
先
立
ち
宇
佐
神
宮
の
本
殿
に

お
い
て
「
法
華
懺
法
」
の
法
要
が
奉
修
さ
れ
、

会
場
は
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。
古
く
か

ら
大
分
県
国
東
半
島
の
寺
院
と
の
関
わ
り
が

深
い
宇
佐
神
宮
で
の
仏
教
法
要
と
い
う
こ
と

で
、
参
加
者
は
神
仏
習
合
の
文
化
に
触
れ
、

神
仏
と
ご
縁
を
結
ぶ
機
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

法
要
終
了
後
、
宇
佐
神
宮
参
集
殿
に
会
場

を
移
し
、
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
秋
吉
教
区
本
部
長
、
小
野
崇

之
宇
佐
神
宮
宮
司
か
ら
開
会
に
あ
た
り
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長

よ
り
実
践
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
今
大
会
で
は

十
一
名
の
方
々
が
総
本
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
、

代
表
七
名
へ
授
与
さ
れ
た
。
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公
演
で
は
、
落
語
家
の
露
の
団
姫
師
（
同

運
動
広
報
大
使
）
に
よ
る
落
語
の
公
演
が
行

わ
れ
た
。
創
作
落
語
「
仏
は
君
を
ホ
ッ
ト
ケ

な
い
」
が
披
露
さ
れ
、
仏
教
の
教
え
を
織
り

交
ぜ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
落
語
に
会
場
は

大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
、
大
会
は
盛
会
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

ま
た
、
当
日
会
場
で
は
多
く
の
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
さ
れ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
八
年
七
月
五
日
、
天
台
宗
務
庁

（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
お
い
て
平
成
二
十
八

年
度
第
一
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
理
事
会
で
は
、
平
成

二
十
七
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事
業
報

告
、
各
会
計
の
決
算
等
が
審
議
・
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
に
お
い
て
役
員
の

改
選
が
あ
り
、
副
会
長
に
山
田
俊
和
師
（
陸

奥
教
区
中
尊
寺
住
職
：
再
任
）・
鳥
井
信
吾

氏
（
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
代
表
取
締
役
副
会
長
：
新
任
）、
顧
問

に
東
伏
見
慈
光
師
（
京
都
教
区
青
蓮
院
門
跡

住
職
：
再
任
）
が
承
認
さ
れ
た
。

◎
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
支
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
八
年
八
月
四
日
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
二
十
九
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の

集
い
」（
比
叡
山
延
暦
寺
）
に
先
立
ち
、
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
の
募
金
寄
託
式
が
行
わ

れ
た
。

　

こ
の
募
金
は
、毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る「
天

台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」
に
参
加
し
た
リ
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ー
ダ
ー
と
研

修
生
の
小
中

学
生
が
出
し

合
っ
た
募
金

と
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
を
合

わ
せ
た
も
の

で
、
総
額
は

三
百
万
円
。

　

寄
託
式
で

は
、
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
参
加
研
修

生
の
代
表
よ
り
、
大
樹
孝
啓
一
隅
を
照
ら
す

運
動
会
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
引
き
続
い

て
大
樹
会
長
か
ら
早
水
研
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
専
務
理
事
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
に
支
援
金
を
贈
呈

　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
日

ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
第
三
十
回

「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
聖

エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
の
主
催
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
世
界

の
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
と
教
育
向
上
を
願
っ

て
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
へ
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
年
も
十
八
日
に
天
台
宗
代
表
使
節
団
の

田
中
祥
順
副
事
務
局
長
（
天
台
宗
参
務
財
務

部
長
）
よ
り
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
ア
ジ

ア
地
域
責
任
者
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ジ
ョ
バ

ニ
ョ
ー
リ
氏
に
支
援
金
と
し
て
三
十
万
円
を

寄
託
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
イ
タ
リ
ア
中
部
地

震
災
害
の
支
援
金
壱
百
万
円
の
寄
託
も
併
せ

て
行
わ
れ
、
同
使
節
団
の
阿
部
昌
宏
事
務
局

長
（
天
台
宗
参
務
総
務
部
長
）
よ
り
、
ジ
ョ

バ
ニ
ョ
ー
リ
氏
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
津
港
を
開
催

　

十
月
二
日
、
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津
町
の

長
松
寺
に
て
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
が

主
催
す
る
「
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
津

港
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
「
祈
り
と
癒
し
と
笑
い
の
ひ
と
と
き
」
を

テ
ー
マ
に
同
運
動
企
画
運
営
委
員
（
見
上
知

正
委
員
長
）、信
越
・
埼
玉
・
茨
城
・
群
馬
・

栃
木
・
福
島
・
陸
奥
、
各
教
区
仏
教
青
年
会

有
志
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
で
横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
よ
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り
「
自
然
の
猛
威
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
故
に
私
た
ち
は
日
々
、
恥
ず
か

し
く
な
い
生
き
方
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
素
直
な
気
持
ち
を
も
っ
て
感
謝
す

る
こ
と
、
そ
れ
が
信
心
を
深
く
す
る
。
こ
の

催
し
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
に
、『
人
は
ひ
と
り
で
は
な
い
、

皆
で
手
を
携
え
て
進
ん
で
行
け
る
』
こ
と
を

伝
え
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
は
じ
ま
り
ま
し

た
」
と
開
催
主
旨
を
述
べ
た
。
続
い
て
長
松

寺
池
田
晃
隆
住
職
よ
り
「
震
災
が
起
こ
り
、

今
で
も
地
元
に
住
め
な
い
方
、
供
養
を
す
る

余
裕
の
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
寺
も
同

じ
く
被
災
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
復

興
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
は
じ
め
に
復
興

祈
願
奉
納
太
鼓
が
泉
智
仁
師
に
よ
り
演
奏
さ

れ
た
。
自
身
も
震
災
被
災
者
で
あ
る
福
島
県

出
身
の
泉
師
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

願
い
国
内
外
で
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
観
衆
は
魅
了
さ
れ
て

い
た
。

　

続
い
て
横
山
総
本
部
長
を
導
師
に
慰
霊
・

復
興
祈
願
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
群
馬
天
台
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。
群
馬
天
台
雅
楽
会
で

は
、
天
台
伝
統
法
要
の
厳
修
と
日
本
伝
統
音

楽
の
継
承
を
目
的
と
し
て
、
県
内
外
で
演
奏

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
も
、
綾
小
路

乗
俊
師
（
同
運
動
企
画
運
営
委
員
）
司
会
の

も
と
、
各
楽
器
の
特
徴
や
音
色
の
違
い
を
解

説
、
伝
統
楽
曲
の
演
奏
の
み
な
ら
ず
、
現
代

曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
演
奏
も
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
復
興
支
援
寄
席
と
し
て

噺
家
の
古
今
亭
菊
之
丞
師
匠
と
三
遊
亭
好
の

助
氏
に
よ
る
落
語
、
仙
若
氏
に
よ
る
太
神
楽

が
披
露
さ
れ
た
。
観
衆
か
ら
は
大
き
な
笑
い

と
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
会
場
内
で
は
終
日
、
一
行
写
経
・
写

仏
を
希
望
す
る
参
加
者
に
、
仏
青
会
員
が
指

導
し
て
い
た
。

　

最
後
に
横
山
総
本
部
長
か
ら
、
北
茨
城
市

社
会
福
祉
協
議
会
大
津
支
部
長
の
小
松
嘉
洋

氏
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
と
し
て
義

援
金
三
十
万
円
が
寄
託
さ
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
閉
会
と
な
っ
た
。

・
お
詫
び
と
訂
正

　
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り
№

四
十
」
中
、
十
九
頁
の
平
成
二
十
七
年
度
地

球
救
援
募
金
ご
協
力
者
名
簿
、
指
定
寄
付
、

平
成
二
十
七
年
度
台
風
第
十
八
号
等
大
雨
災

害
義
援
金
の
名
簿
一
覧
に
「
●
九
州
東　

○

第
一
教
部　

東
明
寺
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
●

九
州
西　

○
筑
前
部　

東
明
寺
」
と
訂
正
し
、

こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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